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概 要
本稿は，大学入学初年度教育における日本語教育の位置づけについて，筆者担当科目におい
て考察した実践の継続報告である。情報基礎教育との連携性については，授業改善研究との関
連から検討をかさねてきた（１）（２）（３）（４）（５）。高等学校普通教科「情報」新設当初は「２００６年度問題」
について多くの研究検討がなされた。情報教育あるいは情報処理教育の棲み分けをはじめ，高
等教育と中等教育における「情報」に関わる教育内容の連携性についての如何が問われた。高
等教育における情報教育は，発展的なものであるべき，あるいは，あくまでも高度な情報処理
教育であるべきなどの議論がなされてきた。情報の捉え方も一様ではなく，情報教育と情報処
理教育いずれが適当であるかといった議論もあった。
しかしながら，本学に入学してくる学生においては，情報に関わる知識あるいはスキルは，
一様ではなく，従来の情報処理教育が必要と判断された。また，学生が学習を望んでいる内容
は，いわゆる日本語表現，表計算，プレゼンテーションといったソフトウェアの活用スキルで
あった（６）（１７）。加えて，コミュニケーション能力は，その情報活用の場面では，欠かせないスキ
ルと学生は捉えている（７）。これらを踏まえて，コミュニケーション能力の育成に着目し，言語
を媒体とした考察を通したカリキュラムを担当科目において実践検討する上で，授業改善の手
法として，ポートフォリオならびに大福帳を用いた検証について言及するものである。
１．背 景
２０００年本学生涯学習システム学部芸術メディア学科教育課程において，入学初年度生対象に
位置づけられた学科専門科目「言語メディア表現Ⅰ」および「言語メディア表現Ⅱ」を担当し，
日本語運用能力育成に関わる実践を重ねてきた。
対象学生は，美術や音楽といった芸術系志向，メディアなど情報系志向，デザインなど建築
系志向といった様々な特質の学生を含んでいる。教育職員免許状取得の選択科目，ならびに情
報に関わる資格取得の選択科目としての位置づけである。
加えて，学部開設後７年目にあたる２００６年に開設した学習コーチング学科教育課程に，両科
目が学科専門科目として位置づけられ，継続担当している。小学校教諭，幼稚園教諭，特別支
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援学校教諭といった，いわゆる教育系志向の学生が多く学ぶ学科である。学科専門科目ではあ
るが，資格取得目的等の縛りは何らなく，自由度の高い選択科目としての位置づけである。
両学科の性質は異なり，学生の履修動機，興味関心の度合いは異なる。しかしながら，両学
科の教育目標いずれからも日本語運用能力の育成ならびにコミュニケーション能力の育成は欠
かせないものであることを共通の視点として捉えて，実践研究を続けている。
本科目の指導目標は，母国語である日本語の考察を基本にした言語メディアによる表現方法
を学ぶことからはじめ，日本語の運用能力，コミュニケーション能力，自己表現能力等への気
づきを促し，それら能力の育成においている。
科目としての到達目標は共通であるため，カリキュラムは同一にして，学科別に２年間展開
した。学生の専攻内容の異なりにより，動機，興味関心，学習意欲，学習成果等への差異が認
められた。それは，学生諸子の元来所有する意識の違いに由来すると考えた。
元来，メディア等に関心の強い特質と，教育に関心の強い特質では，おしなべて興味関心が
異なると考えられる。日常における志向，興味が違うところに由来するものであり，科目が与
える影響を考えるとき，学科によって異なるカリキュラムが必要か否かを検討の視点に加えた。
そこで，２００８年度は，「言語メディア表現Ⅰ」は学科別展開，「言語メディア表現Ⅱ」は，合同
で授業実践をして比較検討を行った。
２．講義設計の前提
当該科目は，日本語の運用能力を育成することを目的としているが，既習の母国語の能力の
差異により，学習への動機付けが異なることは否定できない。そこで，履修時点での学生個々
の差異は，基本的な日本語運用能力調査によって測ることをしている。また，学生個々の差異
は学科特性の異なりに起因するものではなく，学生個々の既習能力に起因すると考えている。
指導目標の一つには，母国語への基礎基本的な意識を培うことを設けている。習熟度を測り，
母国語の運用能力が伸長することは限られた期間では望めない。しかしながら，学生個々の母
国語に対する意識が，授業後に少なからず変化することは９年間の実践で検証された。「言葉」
「コミュニケーション」といった内容への意識付けを果たすことは可能であることを検証して
きた。
母国語は「生きる力」の一つであることは言わずもがなである。初等中等教育課程で培われ
る母国語の運用能力を前提にしているが，本科目履修学生の能力は多様である。それらはむろ
ん，学習履歴の差異，潜在能力の差異，興味関心，動機，あるいは，心理的側面に起因するこ
とは否定できない。初等中等教育におけるいわゆる「国語」教育の弊害が認められる側面もあ
る。学生の質的変化は，年を経るごとに顕在化している。これは，いわゆる初年次教育の研究
が今まさに盛んに行われていることからも，本学に限った現象ではないことがわかる。
「生涯の言葉の力の基礎を築く」母国語能力の基本的枠組みは，１０代早期に形成される。基
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礎力の習得がなされなければ，それ以降に日常言語を超えた運用能力を形成することは困難と
されている（８）。知的あるいは抽象的な言語の運用能力を育成することは実は困難であることが，
実証されている。学生の質的変化を考えるとき，初等中等教育段階で，正しく育成されずに経
過してきた母国語能力を，いかにして培うか。そして，母国語能力の育成を到達目標にいかよ
うに掲げるべきかが問題となる。
能力の伸長が期待できると仮定して，母国語を再認識させることになる。このことにより自
身の母国語能力の習得を学習への動機付けとして抱くことが，その後の母国語への関心にもつ
ながると考えられる。筆者は，母国語能力は伸長されるという仮定の下で，講義設計を試みた。
３．講義手段としての工夫
３－１ ポートフォリオの活用
両科目は，情報系科目の一群にありながら，情報機器操作の習得のみを目的とせずに，利活
用を主目的としている。様々な作業を通して，実践的に「言葉」への考察，「コミュニケーショ
ン」への考察を試みる仕組みを考えている。講義や作業を通して，その過程で生まれる成果，
課題，レポートといった結果を，全てポートフォリオとして作成することを設計している。
学生が思考過程をまとめる作業は，自身の思考過程を振り返る機会として，重要であること
は，既に検証されている。講義時間に限った学習を行い，それ以外の時間は関係した学習を行
わないといった事象を防ぐ手立てにもなっている。ポートフォリオ作成による学習効果につい
ては多くの研究成果が発表されている。
当該科目におけるポートフォリオの活用方法は，毎時の思考過程を基本にして，配付資料も
含めた全てを綴じていく順序を含めて，自由に編纂させて，目次をも作成させることにある。
時系列にこだわらず，学生自身がいかなるまとまりで，講義内容を捉えて，思考を重ねるかと
いった過程も学習と考えているからである。欠席分の配付資料等は，学内 PC室の共有のフォ
ルダを利用して公開し，あるいは，次回請求があれば配付するなど，柔軟に対応した。「言語
メディア表現ⅠならびⅡ」のいずれにおいても，同様の形式をとっている。
ポートフォリオ作成は，別の視点からも効果を生んでいる。出席を常としない学生が増加す
る中で，出席を働きかける一因となっている。講義のテーマについて思考することが大切であ
り，思考過程がもっとも大切であることを指導する中で，徐々に理解を深め，思考することへ
の動機を持つことになる。
「何か新しいことを知識として得たわけではないが，様々な考え方，捉え方がその思考に働
きかけ，自身の今後の学生生活，社会生活にとって，有意義なものとなりえた」といった内容
の感想が，「授業を振り返って」というテーマレポートに，多く記載がある。
単なる知識の獲得のために教授者に教え込まれるのが「学習」ではなく，学習者を取り巻く
環境から多様な情報を得て，環境に順応していく過程が「学習」といえる。学習者の学習活動
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の環境をつくることを設計し，その環境下での学習活動を設計していくために，ポートフォリ
オの効果を活用するものである。本科目におけるコミュニティの中で，また新たな創造をする
行動，すなわち学習を深化する効果を果たすと判断するものである。
「コミュニケーションや母国語について，ここまで深く考えたことはなかった。」「講義を受
けてから，人と話すとき，アルバイトのとき，様々な場面で，どのように表現すると相手に理
解してもらえるか，逆に相手を理解するにはどうするかなどをよく考えるようになった。」「こ
れからの生活において役立っていくことは間違いない。」といった肯定的な記載が多くある。
むろん，「ポートフォリオをまとめることが大変であった。」とする否定的な記載もある。振
り返りの作業において，毎時を理解しながら進んでいない学生にとっては，困難な作業が強い
られる。しかしながら，毎時の積み重ねが大切であることを痛感することも学習と考えている。
このことから，筆者自身が授業設計を考えるとき，毎時のカリキュラムの組み立て，その効
果，学生に求める作業量，思考への働きかけ等，多くの観点を整理しながら，また，効果が発
揮できなければ，次回は構成を変えるなどの PDCAサイクルが順調に機能している場合，ポー
トフォリオ活用による効果が期待できると考えている。
３－２ 大福帳の活用
次に，大福帳の活用である。コミュニケーションツールの方法としては，ミニッツペーパー
等，様々なツールが研究されている。
筆者が活用している大福帳の特徴は，三重大学織田氏考案（１０）のものを早稲田大学三尾氏（１１）が
評価観点を加えて，改変したものである。Ａ４判の大きさの用紙両面を用いて，毎時の講義内
容について，自由に５行程度記載させる。あらかじめこちらが用意した観点に５段階で評価を
させる。毎時授業の最後に記載させ，回収する。授業担当者がコメントを記載し，次回返却す
るものである。
自由に記載させるが，学生の文章能力あるいは，授業への取り組み度合いにより，記載の分
量が異なる。このため，授業参加度合いを測る指標にも活用できる。しかしながら，自由な感
想ばかりではなく，質問や授業の改善を示唆する積極的意見等，学生は真摯にこのカードに記
載することは，９年間を通して確かな効果として検証できた。
大福帳活用の効果は複数ある。一つには，教授者と学生とのコミュニケーションがはかられ
ることがある。授業後の調査によると，学生に指導が丁寧であるという印象を与えていること
がわかる。総じて返信を期待し，返信を好意的に受け入れていることがわかる。本年度は，数
回，返信をせずに印鑑を押すだけで返却をすることを検証した。授業後の調査からは，学生は
自分が書いたことへの返信を強く求めるものであり，その期待感は大きいことがわかった。返
信が無かったとしても，必ず読んでいるのだというメッセージは伝えるように工夫はした。ま
た，教授者が学生のコメントを次回公表する。あるいは，コメントに基づいて，授業を改善す
る様子を学生は真摯に理解し，好意的に大福帳を捉えていることがわかった。履修者数にもよ
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るが，コメントを読み，返信を書き込む作業は本授業においては数時間を要する。教授者自身
も，授業を振り返る時間として有益な時間であり，また，次回の授業設計を工夫するヒントと
なり，授業改善効果をはかることができると考えている。フィードバックを返すことは基本で
はあるが，向後氏（１３）が言うように返信がなかったときのネガティブな効果は見過ごすことはで
きない。
向後氏は，「教員の姿勢を学生に暗示する」大福帳の効果を指摘している。
一つは，教員が学生とコミュニケーションをとりたいと思っているという暗示である。学生
に耳を傾けているという姿勢を示すことができる。二つには，学生に授業に参加してほしいと
いう暗示である。出欠状況が一目でわかるので，モニターしているのだということがわかる。
三つには，返信にある受講者の理解度合いや要望によって，教員が授業を柔軟に変更する用意
があるという暗示である。
以上の指摘からも，授業を作りあげていくうえで，至近距離で，教授者と学生がお互いに考
察していくという構図を描く効果的なツールとして欠かせないということがわかる。学生がこ
の授業に参加しながら，互いに授業を改善しているという構図ができることとなる。
また，学生自身も授業内容の毎時の振り返りになるため，学習内容定着の効果が認められる。
毎時の振り返りを書く行為そのものを，習慣づけることによって，授業への参加の姿勢がおの
ずと変化していく効果が認められている。
加えて，毎時の出席を促す効果がある。出席票として，学生自身が回数を確認でき，出席へ
の達成感を抱くことも明らかである。
４．考察の手段
毎時の大福帳が，授業設計考察の一つの材料になっていることは，前述の通りである。毎時
の目標に沿って，大福帳を通した学生のコメントから，テーマに対しての考察の度合いをはか
るものである。毎時，効果検証をはかりながら，考察を繰り返して，授業の設計を再考してい
る。
また，学生の質の変化に伴い，ワークショップを多く設定するように心がけている。一方的
な授業設計にならない工夫をして，学生個々が行動し，考察を促す工夫をしている。このこと
は，学生の積極的な参加を促す手段ともいえる。
さらには，授業最終時にアンケート調査を行っている。履修した目的，出席率などを問う，
全学的実施をしている授業改善評価調査とは別に行っているものである。
ポートフォリオ作成過程で様々に考察したことを観点的に評価させ，学生自身の母国語や言
葉，コミュニケーションといったテーマに対して，印象の変化を中心に問うものとしている。
言葉への興味が授業を経た後に，どのように変化したのか，あるいは，なんら変化がないの
かを学生自身が振り返る機会として設定している。この調査により，学生自身が学習の成果を
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検証し，考察する機会となるため，十分な時間をとるように心がけて記載をさせている。
最終調査の結果，ある程度の文章を記載することができるといった効果も認められる。学生
自身が言葉やコミュニケーションの資質は向上していくものだと肯定的に自覚し，履修後も継
続して，自らの日本語能力，コミュニケーション能力を向上させていく意識を培う機会となっ
ていることは確かである。
今後は，前述のポートフォリオならびに大福帳の電子化を試みる予定である。電子化によっ
て，大福帳などは，複数の学生が意見を交換しあう場の設定にも拡大していくことが可能であ
ると考えている。学生が日本語能力，コミュニケーション能力の向上をはかるために，どのよ
うな学習をすると効果的であるのかを自ら設計できるようなシステムにまで，教授活動ゲーム（１２）
等を活用して，考察していくことを検討している。
５．考 察
入学初年度生対象の科目としての検討を２０００年以降重ねてきた。しかしながら，次第に，過
年度生が複数履修する実態が出てきた。過年度生においては，続く学生生活における様々な手
立て，あるいは４年次生においては，社会人となるうえでの能力育成と捉える視点が備わる促
しを続けてきた。このことはあくまでも，筆者の経験則から来るものであり，学生への調査に
より，効果的分析を行うことが必要と考えている。
初年度に履修し，意識付けあるいはその方法論を身につけることがもっとも望ましいことと
考えている。一方では，過年度生の履修においても，柔軟な対応をしなければならない。その
ためには，テーマにそった課題あるいは実践方法に根拠をもった実践が求められると考える。
前学期展開「言語メディア表現Ⅰ」においては，言葉としての日本語への意識付けをはかる
ことを目標にし，後学期「言語メディア表現Ⅱ」においては，コミュニケーション能力の育成
を中心的目標にすえていることは前述の通りである。「言語メディア表現Ⅱ」においては，コ
ミュニケーション能力育成がテーマであるため，多くのワークショップを行う。ここでも，心
理的衒いが，学習を妨げることを避けるためにも，テーマ設定，ワークショップの方法等，検
討を重ねていかなければならない。
次年度は，そのテーマを前・後学期で入れ替えることにより，両科目の実践を試みるべく，
カリキュラムを検討している。日本語能力とコミュニケーション能力のいずれを先に学ぶかに
よって，興味関心，能力の育成に変化が表れることを想定している。すなわち，前述の通り，
コミュニケーション能力育成を中心にした後学期科目において，学生の感想には，心理的な変
化が多くみられる。当初のワークショップへの抵抗感が回数を重ねることによって解消され，
さらには，授業履修者としてのかかわりではありながらもコミュニティが生まれ，コミュニケー
ションをはかることが可能になる。そのことが，授業の達成目標に到達する上での効果となっ
て表れていることが認められるからである。
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前学期科目を履修した上で，後学期科目を履修することを条件として勧奨してはいるが，そ
れは必ずしも叶わない実態である。多くは前学期・後学期を継続して履修してはいるが，前学
期履修せずに，後学期履修することを認めないとする制約を強くかけることはできない状態で
ある。「言語メディア表現Ⅱ」を履修した上で，「言語メディア表現Ⅰ」を履修するという場合，
コミュニケーション能力の育成を先に行い，続いて，日本語表現能力についての学習を行うこ
とになる。過年度生が複数履修している現状において，カリキュラムの入れ替えによっても効
果的にそれらの能力を習得できるのか，実験的に行うことが必要であると考える。その理由の
一つとしては，次年度開設される初年次教育のカリキュラムが展開されることにある。
初年次教育におけるスタディスキルの習得過程で，基本的な学習方法については示唆される。
基本的なスタディスキルの育成過程がなかった今年度までとは異なることが想定される。スタ
ディスキルに関連したことを講義内容に取り入れていた今年度までとは違い，基づく素地がで
きた上での，筆者担当科目への移行となる。このため，試みとしてカリキュラムの入れ替え等
実践的な方法が可能と考えた次第である。この実践の結果を検証報告したいと考えている。
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